日本人幼児の運動能力と身体組成の関係についての縦断的研究 by 増田 隆
271
日本人幼児の運動能力と身体組成の関係についての縦断的研究
増　田　　　隆
A Longitudinal Study of the Relationship between Motor Abilities
and Body Composition in Japanese Young Children
Takashi  Masuda
（2010年11月26日受理）
目　　的
　近年，我が国における子どもの体力・運動能力の
低下が問題視されている。文部科学省の体力・運動
能力調査報告書11）によるデータを用いて，小学生
から高校生までの児童・生徒の体力・運動能力の経
年的変化を統計的に分析した結果によると，昭和
39年（1964年）以降では向上傾向が継続していた
が，昭和53年（1978年）をピークとして，昭和60
年（1985年）以降では継続的な低下傾向であるこ
とが報告されている12，13）。
　また，幼児を対象とした全国的な運動能力調査結
果として，近藤らのグループは1960年代から2000
年代に至る幼児の運動能力発達の経年的変化を報告
している６，19，20）。これらの報告では，幼児の運動
能力（25m 走，立ち幅跳び，ボール投げ，両足連
続跳び越し，体支持持続時間など）が1986年から
1997年にかけて大きく低下し，その後低下したま
ま2002年に至っていることが指摘されており，こ
れらの運動能力の低下に影響を及ぼすと思われる幼
稚園や保育園における園環境や家庭における環境と
の関係についても報告されている18，９，23）。
　一方，近年，先進国をはじめとする世界各国に
おいて小児肥満の発生率の増大が重要な健康問題
となっている１，22，24）。我が国においても，学校保
健統計報告書による肥満発生率は，この30年間で
男女共にほぼ倍増しており10），いくつかの研究に
よっても小児肥満の発生率の増大が報告されてい
る５，７，17）。
　このように，1980年代から今日にかけて，時期
を同じくして日本人幼児の運動能力は低下し，肥満
児の発生率は増加している。しかし，幼児期におけ
る運動能力の発達と身体組成の変化の関係について
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検討した研究はない。
　そこで，本研究では，４歳から６歳までの日本人
小児を対象として，幼児期における身体組成の変化
と運動能力の発達との関係を明らかにすることを目
的とした。
方　　法
１．被験者
　被験者は，北九州市内の保育園に通う男児19名，
女児29名の合計48名である。測定に先立ち，被験
者の保護者に対して研究の目的，方法，安全性など
について説明し，すべての被験者の保護者から同意
書を得た。
２．身体組成の測定
１）身体計測
　身長は一般的な測定機器を用いて0.1cm 単位で
測定し，体重は精密体重計（エーアンドディ社製，
AD-6205）を用いて0.02kg 単位で測定した。こ
れらの値により，Body mass index（BMI）を体重
（kg）÷身長（m）2より算出した。
　皮下脂肪厚は，上腕背側部，肩甲骨下部，腹部お
よび前大腿部の４カ所をハーペンデンキャリパーを
用いて0.5mm 単位で測定した。
　 イ ン ピ ー ダ ン ス（ Ω ） の 測 定 は，10Vp-p，
50kHz，500μＡの定電流を発するインピーダン
ス測定器（トーヨーフィジカル社製，TP-95K）と
粘着性電極（３M 社製，Red Dot-2330）を用いて
行った。インピーダンスは，通電しないベッド上に
上肢を体幹から離し，素足で両足首の内果を20cm
以上離した状態で仰臥した被験者の右手背と右足背
の第１，第２中手骨及び中足骨間の２ケ所に電流注
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入電極を，右手首の豆状骨突起間と右足首の内果と
外果の中間部の２ケ所に電圧検出電極を貼付して測
定した。
２）身体組成の推定
　体水分法（重水希釈法）を基準法として独自に開
発した次式８）から体水分量（TBW）を推定した。
　TBW（kg）=0.149× イ ン ピ ー ダ ン ス 指 数（ 身
長２／インピーダンス値，cm2/ Ω）＋0.244× 体重
（kg）＋0.460×年齢（歳）＋0.501× 性別（男児
=1，女児 =0）＋1.628
　推定式によって求められた TBW を Schoeller の
水和定数（除脂肪量に含まれる体水分量の割合）16）
で除すことによって除脂肪量（kg）を求めた。
　体脂肪量（kg）は，体重から除脂肪量を減ずる
ことで求め，体重に占める体脂肪量の割合（体脂肪
率，%）を求めた。
３．運動能力の測定
　運動能力の測定項目は，25m 走，立ち幅跳び，
ボール投げ，体支持持続時間および両足連続跳び越
しとした。各測定項目の測定方法は以下の通りであ
る。
１）25m 走：園庭（屋外）に30m の直走路を作り，
スタートラインから25m のライン上を駆け抜け
るまでのタイムを計測した。測定は２名づつ実施
し，タイムは1/10秒単位で記録した。
２）立ち幅跳び：園庭（屋外）に踏み切り線を作
り，両足同時踏み切りで跳び，着地した踵までの
距離を計測した。測定は２回実施し，良い方の値
を cm 単位で記録した。
３）ボール投げ：園庭（屋外）に制限ラインを作
り，テニスボールを助走なしで投げさせ，落下地
点までの距離を計測した。測定は２回実施し，良
い方の値を50cm 単位（50cm 未満は切り捨て）
で記録した。
４）体支持持続時間：園舎（屋内）に高さ70cm の
巧技台を幼児の肩幅程度（約30cm）に空けて２
台並べ，台の上に手をついた幼児が体重を支えき
れなくなるまでのタイムを計測した。タイムは秒
単位で記録した。
５）両足連続跳び越し：園舎（屋内）の床に高さ５
cm のブロックを50cm 間隔で10個並べ，両足を
揃えた状態で連続して跳び越すのに要したタイム
を計測した。測定は２回実施し，良い方の値を
1/10秒単位で記録した。
４．測定時期と変化量の算出
　身体組成および運動能力の測定は，平成19年５
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月（４歳時）と平成21年５月（６歳時）に実施し
た。形態および身体組成については，６歳時の値か
ら４歳時の値を減じたものを変化量とした。また，
運動能力についても，６歳時の値から４歳時の値を
減じたものを変化量としたが，両足連続跳び越しと
25m 走については，変化量が負の値になることか
ら，他の項目との整合性を図るために（記録が向上
した場合にプラスの変化量になるように）４歳時の
値から６歳時の値を減じたものを変化量とした。
５．被験者の群分け
　杉原ら５）が作成した幼児の運動能力判定基準表
を用いて，運動能力テストの項目ごとに，４歳時お
よび６歳時の評定点を比較し，４歳時の評定点より
も６歳時の評定点が低くなった者を下降群とし，評
定点が変わらない者を無変化群，６歳時の評定点が
高くなった者を上昇群とした。
５．統計処理
　統計処理は，Statcel2を用いて行った。結果は，
平均値±標準偏差で示した。群間の差の検定には，
一元配置分散分析を用い，二つの要因で分類される
場合には二元配置分散分析を用いた。相関関係の検
定には，ピアソンの相関係数の検定を用いた。ま
た，群間の分散の差の検定には，クラスカル－ワー
リス検定を用いた。有意水準はいずれも５％未満と
した。
結　　果
　被験者の年齢と身体的特性および運動能力テスト
の結果を表１に示した。被験者の平均年齢は，男女
ともに４歳時が3.6±0.5歳，６歳時が5.6±0.5歳で
あった。身体的特徴については，身長，体重，腹部
皮下脂肪厚，除脂肪量には有意な年齢差が認めら
れ，４歳時よりも６歳時の方が高い値を示した。一
方，体脂肪率にも有意な年齢差が認められ，４歳時
よりも６歳時の方が低い値を示した。BMI，上腕背
側部と肩甲骨下部および前大腿部の皮下脂肪厚，体
脂肪量には有意な年齢差は認められなかった。ま
た，前大腿部皮下脂肪厚，除脂肪量，体脂肪率には
有意な性差が認められ，除脂肪量は男児が高い値を
示し，前大腿部皮下脂肪厚と体脂肪率は女児が高い
値を示した。運動能力については，すべての項目に
おいて有意な年齢差が認められ，両足連続跳び越し
と25m 走については，４歳時よりも６歳時の方が
低い値を示し，体支持持続時間とテニスボール投げ
および立ち幅跳びについては，４歳時よりも６歳時
表１　被験者の形態及び身体組成並びに運動能力テストの結果
項目
男児（n=19） 女児（n=29） 有意性
４歳時 ６歳時 ４歳時 ６歳時 年齢差 性差 交互作用
年齢， 歳 　3.6±　0.5 　　5.6±　0.5 　3.6±　0.5 5.6±　0.5 *** n.s. n.s.
身長， cm 97.2±　4.2 111.3±　5.1 96.5±　3.7 110.4±　3.9 *** n.s. n.s.
体重， kg 15.0±　1.4 　19.6±　2.3 14.5±　1.5 18.9±　2.8 *** n.s. n.s.
BMI， kg/m2 15.9±　0.7 　15.8±　1.4 15.5±　1.1 15.4±　1.5 n.s. n.s. n.s.
皮下脂肪厚， mm
上腕背側部 11.8±　2.3 　11.6±　3.0 12.6±　2.3 12.6±　3.2 n.s. n.s. n.s.
肩甲骨下部 　6.3±　1.4 　　7.0±　1.9 　6.8±　1.8 7.7±　2.8 n.s. n.s. n.s.
腹部 　6.5±　1.4 　　8.1±　3.3 　7.6±　2.3 9.0±　4.4 * n.s. n.s.
前大腿部 13.5±　2.8 　14.0±　3.6 15.8±　3.2 16.0±　5.0 n.s. ** n.s.
除脂肪量， kg 12.4±　0.9 　16.6±　1.3 11.3±　0.8 15.4±　1.6 *** *** n.s.
体脂肪量， kg 　2.6±　0.7 　　3.0±　1.2 　3.1±　0.8 3.4±　1.5 n.s. n.s. n.s.
体脂肪率， % 17.3±　3.6 　15.1±　4.7 21.4±　3.8 17.5±　5.6 *** *** n.s.
体支持持続時間， 秒 　7.6±　7.8 　35.1±19.1 　8.4±　5.7 41.6±28.2 *** n.s. n.s.
両足連続跳び越し， 秒 　8.5±　2.8 　　5.8±　0.8 　9.2±　2.8 5.9±　1.0 *** n.s. n.s.
25m 走， 秒 　9.2±　1.3 　　6.7±　0.6 　8.8±　5.7 6.5±　0.4 *** n.s. n.s.
テニスボールなげ， m 　3.7±　1.6 　　8.5±　2.2 　2.6±　0.9 6.1±　1.4 *** ** n.s.
立ち幅跳び， cm 48.8±15.2 101.3±13.8 44.0±13.1 90.9±12.3 *** ** n.s.
* ; p<0.05， ** ; p<0.01， *** ; p<0.001， n.s. ; non significant
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の方が高い値を示した。また，テニスボール投げと
立ち幅跳びには有意な性差が認められ，いずれも女
児よりも男児の方が高い値を示した。
　表２に被験者の運動能力の変化量と形態および身
体組成の変化量との相関関係を示した。男児におい
ては，体支持持続時間と６歳時の上腕背側部と前大
腿部の皮下脂肪厚との間に有意な負の相関が認めら
れた。同様に，25m 走と上腕背側部と前大腿部の
皮下脂肪厚差および体脂肪量差と体脂肪率差との間
にも負の相関が認められ，立ち幅跳びと４歳時の上
腕背側部皮下脂肪厚との間にも負の相関が認められ
た。女児においては，両足連続跳び越しと４歳児
の身長と除脂肪量および肩甲骨下部皮下脂肪厚と
の間，25m 走と４歳時および６歳時の身長と体重，
４歳時の除脂肪量，６歳時の体脂肪量，上腕背側部
と肩甲骨下部の皮下脂肪厚差および体脂肪量差との
間に有意な負の相関が認められた。また，テニス
ボール投げと４歳時および６歳時の身長，体重，除
脂肪量との間に有意な正の相関が認められた。
　表３に運動能力変化群別の４歳時および６歳時の
運動能力値と変化量を示した。男児においては，体
支持持続時間の４歳時と６歳時および変化量，両足
連続跳び越しの６歳時と変化量，25m 走の４歳時
と変化量，テニスボール投げの４歳時と変化量，立
ち幅跳びの変化量に有意な群間差が認められた。女
児においては，体支持持続時間の４歳時と変化量，
両足連続跳び越しの６歳時と変化量，25m 走の変
化量，テニスボール投げの４歳時と６歳時および変
化量，立ち幅跳びの４歳時と変化量に有意な群間差
が認められた。
　運動能力変化群別の体脂肪に関する変数とその変
化量との関係のうち，群間差が認められた項目を表
にしたのが表４である。男児においては，体支持持
続時間では，体脂肪量および体脂肪率の変化量，上
腕背側部と前大腿部の皮下脂肪厚の６歳時と変化量
に有意な群間差が認められた。同様に，立ち幅跳び
では上腕背側部と前大腿部の皮下脂肪厚の変化量
に，25m 走では体脂肪量，上腕背側部と腹部およ
び前大腿部の皮下脂肪厚の変化量および６歳時の腹
部皮下脂肪厚に有意な群間差が認められた。テニス
ボール投げと両足連続跳び越しには有意な群間差が
見られた項目はなかった。女児においては，体支持
持続時間では，６歳時の上腕背側部皮下脂肪厚とそ
の変化量，腹部皮下脂肪厚の変化量，６歳時の前大
腿部皮下脂肪厚に，25m 走では６歳時の肩甲骨下
部皮下脂肪厚とその変化量に有意な群間差が認めら
れた。テニスボール投げと両足連続跳び越し，およ
び立ち幅跳びには，有意な群間差が見られた項目は
なかった。
日本人幼児の運動能力と身体組成の関係についての縦断的研究
表２　運動能力テストの記録の変化量と形態及び身体組成の変化量との相関
男　　児（n=19） 女　　児（n=29）
体支持持続時間 ６歳時上腕背側部皮脂厚（-0.478*）
６歳時前大腿部皮脂厚（-0.532*）
両足連続跳び越し ４歳時身長（-0.422*）
肩甲骨下部皮脂厚差（-0.418*)
４歳時除脂肪量（-0.488**）
25m 走 上腕背側部皮脂厚差（-0.594**）
前大腿部皮脂厚差（-0.509*）
体脂肪量差（-0.497*）
体脂肪率差（-0.515*）
４歳時身長（-0.548**）
６歳時身長（-0.383*）
４歳時体重（-0.425*）
６歳時体重（-0.404*）
上腕背側部皮脂厚差（-0.398*）
肩甲骨下部皮脂厚差（-0.402*）
腹部皮脂厚差（-0.378*）
４歳時除脂肪量（-0.525**）
６歳時体脂肪量（-0.399*）
体脂肪量差（-0.411*）
６歳時体脂肪率（-0.411*）
体脂肪率差（-0.456*）
テニスボール投げ ４歳時身長（0.517**）
６歳時身長（0.481*）
４歳時体重（0.492*）
６歳時体重（0.450*）
４歳時除脂肪量（0.534**）
６歳時除脂肪量（0.491**）
立ち幅跳び 4歳時上腕背側部皮脂厚（-0.565*）
* ; p<0.05， ** ; p<0.01，
表３　運動能力変化群別の年少時及び年長時の運動能力値と変化量
男　　　児 女　　　児
下降群 無変化群 上昇群 群間差 下降群 無変化群 上昇群 群間差
体支持持続時間 n=4 n=9 n=6 n=5 n=14 n=10
４歳時 18.1±10.0 5.7±　5.2 3.5±　1.7 ** 12.0±　7.0 9.5±　4.7 5.0±　4.9 *
６歳時 38.2±18.4 23.1±11.1 51.1±18.3 * 24.3±20.8 40.4±17.6 51.8±39.4 n.s.
変化量 20.1±　8.4 17.4±　8.6 47.6±17.6 *** 12.4±15.8 30.9±13.6 46.8±34.6 *
両足連続跳び越し n=8 n=8 n=3 n=10 n=15 n=4
４歳時 7.8±　1.6 8.3±　2.8 10.4±　2.6 n.s. 8.2±　1.5 10.0±　3.2 8.5±　3.0 n.s.
６歳時 6.3±　0.6 5.5±　0.7 5.2±　0.4 * 6.4±　0.9 5.9±　0.9 4.7±　0.5 *
変化量 -1.6±　1.4 -2.8±　2.1 -5.2±　2.2 * -1.8±　1.0 -4.1±　2.3 -3.9±　2.6 *
25m 走 n=3 n=9 n=7 n=6 n=16 n=7
４歳時 7.5±　0.6 9.6±　1.3 9.4±　0.8 * 8.5±　1.1 8.6±　0.9 9.5±　1.3 n.s.
６歳時 6.4±　0.2 7.0±　0.7 6.4±　0.2 n.s. 6.7±　0.6 6.5±　0.4 6.4±　0.3 n.s.
変化量 -1.1±　0.5 -2.6±　0.8 -3.0±　0.8 ** -1.7±　0.6 -2.1±　0.5 -3.1±　0.9 **
テニスボール投げ n=4 n=5 n-10 n=2 n=10 n=17
４歳時 6.0±　2.2 3.6±　0.5 2.9±　0.7 *** 3.0±　0.0 3.4±　0.8 2.1±　0.6 ***
６歳時 9.0±　3.7 7.4±　1.3 8.8±　1.8 n.s. 3.5±　0.7 6.3±　1.4 6.4±　1.2 *
変化量 3.0±　1.6 3.8±　0.8 5.9±　1.3 ** 0.5±　0.7 2.9±　0.9 4.2±　1.2 ***
立ち幅跳び n=0 n=10 n=9 n=0 n=10 n=19
４歳時 54.6±14.3 42.4±14.3 n.s. 55.8±　8.5 37.8±10.5 ***
６歳時 98.2±10.3 104.8±16.8 n.s. 88.3±　9.8 92.4±13.4 n.s.
変化量 43.6±　8.0 62.3±　9.3 *** 32.5±　7.6 54.6±10.4 ***
* ; p<0.05， ** ; p<0.01， *** ; p<0.001， n.s. ; non significant
274 増　田　　　隆
表４　運動能力変化群別の体脂肪に関する変数とその変化量の関係（相関が認められたもののみ）
男　　　　児 女　　　　児
体支持持続時間 下降群（n=4）
無変化群
（n=9）
上昇群
（n=6） 群間差
下降群
（n=5）
無変化群
（n=14）
上昇群
（n=10） 群間差
体脂肪量変化量（kg） 1.2±　1.5 0.6±　0.6 -0.4±　0.3 *
体脂肪率変化量（%） 0.9±　6.3 -1.5±　2.2 -5.6±　1.6 *
６歳時の上腕背側部皮脂厚（mm） 14.4±　2.9 12.0±　2.7 9.2±　1.5 * 15.7±　5.9 11.4±　1.8 12.7±　1.9 *
上腕背側部皮脂厚変化量（mm） 2.3±　4.6 0.3±　1.6 -2.5±　1.3 * 2.4±　5.7 -1.1±　1.4 0.3±　2.3 *
腹部皮脂厚変化量（mm） 4.3±　5.6 0.7±　1.6 0.9±　1.4 *
６歳時の前大腿部皮脂厚（mm） 16.1±　3.6 15.4±　2.9 10.5±　1.9 ** 20.9±　9.4 14.2±　2.4 15.9±　3.5 *
前大腿部皮脂厚変化量（mm） 3.7±　5.0 1.5±　3.1 -3.2±　0.5 **
立ち幅跳び 下降群（n=0）
無変化群
（n=10）
上昇群
（n=9） 群間差
下降群
（n=0）
無変化群
（n=10）
上昇群
（n=19） 群間差
上腕背側部皮脂厚変化量（mm） 1.6±　2.6 -1.7±　1.5 **
前大腿部皮脂厚変化量（mm） 2.3±　4.2 -1.2±　3.2 *
25m 走 下降群（n=3）
無変化群
（n=9）
上昇群
（n=7） 群間差
下降群
（n=6）
無変化群
（n=16）
上昇群
（n=7） 群間差
体脂肪量変化量（kg） 1.5±　1.7 0.3±　0.7 0.02±　0.6 *
上腕背側部皮脂厚変化量（mm） 4.1±　3.1 -0.1±　2.1 -2.1±　1.8 **
６歳時の肩甲骨下部皮脂厚（mm） 9.9±　4.2 7.6±　2.2 6.1±　0.9 *
肩甲骨下部皮脂厚変化量（mm） 3.3±　3.0 0.7±　2.2 -0.7±　1.4 **
６歳時の腹部皮脂厚（mm） 10.7±　3.8 9.0±　3.1 5.9±　2.0 *
腹部皮脂厚変化量（mm） 4.1±　2.8 2.2±　2.5 -0.2±　1.7 *
前大腿部皮脂厚変化量（mm） 6.0±　2.9 0.3±　3.4 -1.6±　3.0 *
* ; p<0.05， ** ; p<0.01
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考　　察
　日本人小児の体格と運動能力の経年的変化を検討
したものとしては，酒井ら15）や藤井ら３）の研究が
報告されているが，これらの報告は，幼児の体格と
運動能力のそれぞれの変化について検討したもの
で，体格と運動能力の関係について検討したもので
はない。また，小児期の身体組成の経年的変化につ
いては，乙木ら14）や衛藤ら２）および Teramoto et 
al21）の研究結果が報告されているが，運動能力と
の関連性については検討されていない。原崎と鈴木
４）は，４歳から６歳までの幼児を対象として，身
長，体重，およびカウプ指数などの体格と25m 走，
立ち幅跳び，ソフトボール投げ，体支持持続時間，
連続跳び越しとの関係を検討している。その結果，
幼児期における体格と運動能力との間には明確な関
連性は認められなかったことを報告している。
　本研究は，４歳から６歳までの日本人幼児を対象
として，形態および身体組成の変化と運動能力の変
化との関係を縦断的に検討した。その結果，本研究
においても男児については，身長，体重，BMI な
どの体格の変化量と運動能力の変化量との間には相
関は認められなかった。しかし，女児については，
身長，体重および BMI の変化量と運動能力の変化
量との間には有意な相関は見られなかったものの，
テニスボール投げの変化量と４歳時および６歳時の
身長と体重との間に正の相関が認められたことか
ら，女児については，４歳時あるいは６歳時におい
て身長が高い，あるいは体重が重いなど体格が良い
ものほどボール投げの記録が向上していたことが明
らかになった。また，両足連続跳び越しや25m 走
の変化量と４歳時あるいは６歳時の身長や体重との
間には，負の相関が認められた。このことは，ボー
ル投げと反対に，背が小さい，あるいは体重が軽い
者ほど連続跳び越しや25m 走の記録が向上してい
たことを意味している。すなわち，女児において
は，体格の良さが，パワーが必要とされる運動に対
して正に，敏捷性や瞬発力が必要とされる運動に対
しては負に関連することが示唆された。男児におい
ては，このような体格と運動能力との関連性が見ら
れなかったことは，男児の運動能力の発達に対して
は，体格の善し悪しは影響を及ぼさないことが示唆
された。
　一方，男児においては，25m 走の変化量と体脂
肪量および体脂肪率の変化量との間に負の相関が認
められた。このことは，体脂肪の絶対値あるいは相
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対値が増加した者ほど25m 走の記録が向上してい
ないことを示している。また，体支持持続時間の変
化量と６歳時の上腕背側部および前大腿部の皮下脂
肪厚との間に負の相関が認められ，25m 走の変化
量と上腕背側部および前大腿部の皮下脂肪厚の変化
量との間，立ち幅跳びの変化量と４歳時の上腕背側
部の皮下脂肪厚との間にも負の相関が認められた。
したがって，皮下脂肪厚やその増加量が運動能力の
発達に対して負の影響を及ぼしていることが明らか
となった。同様な関係は，女児においても両足連続
跳び越しの変化量と肩甲骨下部皮下脂肪厚の変化量
との間，25m 走の変化量と上腕背側部および肩甲
骨下部の皮下脂肪厚の変化量との間にも認められ
た。これらの結果は，幼児期における皮下脂肪や体
脂肪の増加，すなわち肥満が，運動能力の発達に負
の影響を及ぼすことを示唆していると考えられる。
　次に，本研究では，４歳時と６歳時の運動能力測
定値の変化から，下降群，無変化群および上昇群に
被験者を分類し，群別の体脂肪に関する変数あるい
はその変化量を検討した。その結果，男児において
は，体支持持続時間と25m 走で体脂肪量に有意な
群間差が認められ，いずれも下降群が最も高い値を
示し，上昇群が最も低い値を示した。すなわち，体
支持持続時間や25m 走の記録が上昇した者はほと
んど体脂肪量が増加していなかったのに対して，そ
れらの記録が下降した者は，体脂肪が増加していた
ことが明らかとなった。また，上腕背側部や前大腿
部などの皮下脂肪厚にも有意な群間差が認められ，
いずれも上昇群の皮下脂肪厚の変化量はマイナス
であったのに対して，下降群の変化量はプラスであ
り，無変化群の値よりも高い値を示した。また，６
歳時の皮下脂肪厚の値にも有意な群間差が認めら
れ，上昇群よりも無変化群の方が，無変化群よりも
下降群の方が高い値を示した。女児においては，男
児ほど項目は多くはなかったが，それでも男児と同
様に体支持持続時間と25m 走に群間差が認められ，
下降群は上昇群よりも皮下脂肪厚の値や変化量の値
が有意に高かった。これらの結果から，皮下脂肪や
体脂肪の増加が運動能力の発達にマイナスの影響を
及ぼしていることが示唆された。
　本研究は，４歳から６歳における運動能力の発
達と形態および身体組成の変化との関連性を検討
し，以上のような知見を得た。しかし，本研究の被
験者の年齢の幅は狭く，数も十分ではなかった。し
たがって，今後は，さらに多くの被験者を対象とし
て，運動能力の発達と形態および身体組成との関連
性を検討することが必要である。
要　　約
　本研究は，日本人男児19名，女児29名の合計48
名を対象として，運動能力の発達と形態および身体
組成の変化との関係を明らかにすることを目的とし
た。その結果は，以下のように要約できる。
１．平均年齢3.6歳から5.6歳にかけての日本人幼児
において，男児には身長，体重，および BMI な
どの形態の変化量と運動能力の発達との間には関
連性は認められなかった。
２．女児においては，体格の良さが，パワーが必要
とされる運動に対して正に，敏捷性や瞬発力が必
要とされる運動に対しては負に関連することが示
唆された。
３．男児においては，25m 走の変化量と体脂肪量
および体脂肪率の変化量との間に負の相関が認め
られた。また，体支持持続時間の変化量と６歳時
の上腕背側部および前大腿部の皮下脂肪厚との
間，25m 走の変化量と上腕背側部および前大腿
部の皮下脂肪厚の変化量との間，および立ち幅跳
びの変化量と４歳時の上腕背側部の皮下脂肪厚と
の間にも負の相関が認められた。
４．女児においては，両足連続跳び越しの変化量と
肩甲骨下部皮下脂肪厚の変化量との間，25m 走
の変化量と上腕背側部および肩甲骨下部の皮下脂
肪厚の変化量との間に負の相関が認められた。
５．４歳時と6歳時の運動能力測定値の変化から，
下降群，無変化群および上昇群に被験者を分類
し，群別の体脂肪に関する変数あるいはその変化
量を検討した結果，男女ともいくつかの運動能力
の項目において，下降群は上昇群よりも皮下脂肪
厚の値や変化量の値が有意に高かった。
６．これらの結果から，幼児期における皮下脂肪や
体脂肪の増加，すなわち肥満が，運動能力の発達
に負の影響を及ぼす可能性が示唆された。
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